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1. 2022年5月期第1四半期の連結業績（2021年6月1日～2021年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年5月期第1四半期 13,840 17.7 149 △46.8 69 △66.5 178 83.0

2021年5月期第1四半期 11,755 △9.4 281 133.5 207 ― 97 ―

（注）包括利益 2022年5月期第1四半期 1百万円 （△99.2％） 2021年5月期第1四半期 246百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年5月期第1四半期 5.85 ―

2021年5月期第1四半期 3.19 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年5月期第1四半期 55,323 20,438 36.3 658.32

2021年5月期 56,633 20,649 35.8 665.56

（参考）自己資本 2022年5月期第1四半期 20,068百万円 2021年5月期 20,289百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年5月期 ― 4.00 ― 7.00 11.00

2022年5月期 ―

2022年5月期（予想） 7.00 ― 7.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 5月期の連結業績予想（2021年 6月 1日～2022年 5月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 8.8 2,900 20.3 2,700 38.4 1,800 38.2 59.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年5月期1Q 30,688,569 株 2021年5月期 30,688,569 株

② 期末自己株式数 2022年5月期1Q 204,696 株 2021年5月期 204,696 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年5月期1Q 30,483,873 株 2021年5月期1Q 30,483,932 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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部門別

当第１四半期連結累計期間

（自 2021年６月１日

至 2021年８月31日）

売上高（百万円） 前年同四半期比（％）

成形品 情報・通信機器 1,700     13.8

車両 8,127       24.5

家電その他   1,104         40.0

成形品計  10,932       24.1

金型 2,908      △1.2

合計  13,840         17.7

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症拡大防止策の効果により先進国を

中心に景気は持ち直しつつありますが、感染の再拡大が各国で見られることや、半導体不足・原材料価格の高騰

など、先行きについては依然として不透明な状況が続いております。

この様な状況のもと、当社グループでは前連結会計年度に引き続き、付加価値の高い製品の受注と生産体制の

整備を強化し、原価低減活動を積極的に進めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は13,840百万円（前年同期比17.7%増）となり、利益面に

おきましては、営業利益は149百万円（前年同期比46.8%減）、経常利益は69百万円（前年同期比66.5%減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は178百万円（前年同期比83.0%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は5,597百万円（前年同期比4.5%増）、セグメント利益は275

百万円（前年同期比41.0%増）となりました。

② 欧州

車両用内外装部品は増収となりましたが、金型の減収により、売上高は1,550百万円（前年同期比3.9%減）、

セグメント利益は19百万円（前年同期比90.2%減）となりました。

③ アジア

  金型は減収となりましたが、タイ、インドネシア及びインドでの車両用内外装部品や家電部品が増収となり、

売上高は4,675百万円（前年同期比52.7%増）となり、セグメント利益は75百万円（前年同期はセグメント損失89

百万円）となりました。

④ 北米

車両用内外装部品は減収となりましたが、金型の増収により売上高は2,017百万円（前年同期比17.2%増）とな

り、セグメント利益は57百万円（前年同期比54.2%減）となりました。

なお、部門別の売上の状況は、次のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、55,323百万円（前連結会計年度末比1,309百万円減）となりまし

た。これは、受取手形及び売掛金が983百万円並びに有形固定資産が469百万円それぞれ減少したこと等によるも

のであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、34,884百万円（前連結会計年度末比1,098百万円減）となりまし

た。これは、支払手形及び買掛金が1,070百万円並びに未払法人税等が300百万円それぞれ減少したこと等による

ものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、20,438百万円（前連結会計年度末比211百万円減）となりまし

た。これは、為替換算調整勘定が205百万円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2021年７月14日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について棚卸資産の消滅を認識しておりま

したが、当社が実質的に買戻し義務を負っていると判断される有償支給取引について、当第１四半期連結会計期

間より金融取引として棚卸資産を引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高につい

て金融負債を認識しております。

なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷

時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を

認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありま

せん。

「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2019年３月31日）第28-15項に定める経過的な取

扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 5,358 1,613 3,062 1,721 11,755 － 11,755

セグメント間の内部売上高

又は振替高
592 － 279 4 876 △876 －

計 5,950 1,613 3,342 1,725 12,631 △876 11,755

セグメント利益又は損失（△） 195 193 △89 125 424 △143 281

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2020年６月１日 至 2020年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去24百万円及び各報告セグメントに配分していな

い全社費用△168百万円であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

- 8 -

三光合成㈱（7888）2022年5月期第1四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 5,597 1,550 4,675 2,017 13,840 － 13,840

セグメント間の内部売上高

又は振替高
792 0 343 0 1,136 △1,136 －

計 6,390 1,550 5,019 2,017 14,977 △1,136 13,840

セグメント利益 275 19 75 57 427 △277 149

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2021年６月１日 至 2021年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去△152百万円及び各報告セグメントに配分していない

全社費用△125百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
計

日本 欧州 アジア 北米

成形品事業

情報・通信機器 1,214 － 485 － 1,700

車両 2,510 863 3,366 1,386 8,127

家電その他 440 38 615 10 1,104

成形品事業計 4,164 902 4,468 1,396 10,932

金型事業 1,432 647 207 621 2,908

顧客との契約から生じる収益 5,597 1,550 4,675 2,017 13,840

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 5,597 1,550 4,675 2,017 13,840

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期連結累計期間（自 2021年６月１日 至 2021年８月31日）
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